


昨年夏、東京都教育委員会は、東京初の中高一貫校「都立白鷗高校附属中学校」の教科書に

「新しい歴史教科書をつくる会」の歴史教科書を選びました。

来年、さらに、小石川、都立大附属、両国の３校も中高一貫校になります。

　　今年夏の教科書採択を前に、私たち白鷗高校同窓生有志は、母校の教育を憂慮しています。

中高一貫校の子どもたちに、「つくる会」教科書を押し付けないでください！

＊

このたび、私たちは両国高校出身の石川文洋氏をお招きして、

「都立中高一貫校の教科書問題を考える集い」を計画しました。

４校の同窓生を初め、東京の教育を心配する多くの皆さんの参加をお願いします。

　




　

　

石川文洋氏　沖縄県生まれ。両国高校定時制課程卒業。ベトナム戦争中にアメリカ軍、

南ベトナム軍政府軍に同行取材。日本写真協会賞、JCJ特別賞等受賞。

『戦場カメラマン』『写真記録ベトナム戦争』『日本縦断　徒歩の旅』等著書多数。

　　　　【白鷗有志の会】

小林則子　海洋ジャーナリスト。日本人女性として初の太平洋ヨット単独横断に成功。

　　　　野村路子　ナチスのホロコーストを追求、『テレジンの小さな画家たち』等著書多数。

　　　日野多香子　児童文学作家。『七本の焼けイチョウ』『つばさのかけら』等で戦争を描く。

★「新しい歴史教科書をつくる会」―日本軍の侵略行為などを載せた教科書を「反日教育」と主張する

人々が作った団体。扶桑社から2001年に出した教科書は内外から批判を浴び、公立で採択されたのは、東京・愛媛の養護学校だけだった。（その後、愛媛の中高一貫校と東京の白鷗附属中で採択。）今年改訂された教科書も、戦前の日本を美化し人権を軽視する傾向が強く、議論を呼んでいる。
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講演　石川文洋氏（報道カメラマン）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（両国高校定時制課程卒業）


私の見た「戦争と平和」

















７月16日(土)　１時～４時半


会場：台東区民会館ホール　（都立産業貿易センター９Ｆ）


資料代５００円　地下鉄銀座線・東武線浅草駅　徒歩５分　都営地下鉄浅草駅徒歩８分











　　　　　「都立中高一貫校の教科書問題を考える集い」　(予定)


１：００　　あいさつ　　影山美知子（「白鷗有志の会」会長）


１：１５　　白鷗有志の会から　教科書問題の経緯、各地の報告等　　


１：４５　　石川文洋さん講演　　　　　　　　　（休憩）


　　　３：００　　トークショー　石川文洋さん＋白鷗有志の会＋α（質疑応答含む）


　　　　　　　　　　　「今、東京の教育は･･･母校を通して見えてきたものを語り合おう！」


　　　　　　　　　　　白鷗有志の会＝小林則子、野村路子、日野多香子　他


４：００　　集会アピール　白鷗有志の会・小石川・都立大附属・両国高校関係者（予定）
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「白鷗有志の会」とはー白鷗高校同窓生で母校の教科書問題に取り組んでいる無党派のグループです。　　　　　2004年夏、白鷗高校が中高一貫校になり、「つくる会」教科書が使われるらしい･･･という話を聞いた同窓生有志で、都教委に対し「母校に偏った教科書を選ばないで」という要請をしました。その時は、府立第一高女(白鷗の前身)出身の三木睦子さん初め620名以上の賛同が集まりました。中学の教科書は今年選び直されるので、昨年呼びかけたメンバーで「白鷗有志の会」をつくり他校出身者へも呼びかけています。








